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〈お詫びと訂正〉

自研センターニュース2016年8月号

①5頁1行目
　誤 ：   6時方向から入力を受けた時の車両の損傷を比較してみると
　正 ： 12時方向から入力を受けた時の車両の損傷を比較してみると
②13頁5行目 
　誤 ： 新型プリウス（ＺＶＷ50系）では、Ａ、Ａツーリングセレクション、Ａプレミム、Ａプレミアム
ツーリングセレクションに、リヤバンパリインホースメントとクラッシュボックスが取付けられ、
Ｓ、Ｓツーリングセレクション、Ｅには取付けられていません。
　正 ： 新型プリウス（ＺＶＷ50系）では、Ｓ、Ｓツーリングセレクション、Ａ、Ａツーリングセレクション、
Ａプレミム、Ａプレミアムツーリングセレクションに、リヤバンパリインホースメントとクラッシュボックス
が取付けられ、Ｅには取付けられていません。

訂正しお詫び申し上げます。
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スズキ アルト(HA36S) 

後部損傷の復元修理 
 

1．はじめに 

車両の損傷範囲は加わる衝撃力が大きくなると、外板パネルや外装部品に止まらず、内板骨格部位

やメカニズムにまで波及し、広範囲に及びます。 

今回は、スズキ アルト（HA36S）後部損傷の修理事例を紹介します。注目点は、2.（3）寸法復元

作業による外板パネル、内板骨格パネルの修復です。 

 

2．基本修正作業 

（1）事前計測作業 

衝撃力の入力方向、損傷の範囲、変形の程度などを確認して、「引き方向」「引き量」を把握しました。 

① 外板パネル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(a) 6 時方向からの入力により、リヤバンパ、

バックドアパネル Assy が損傷していま

す。 

(b) リヤスカートパネルが損傷していま 

す。 

(c) 左クォータパネルに歪が発生して 

います。 

(d) 右クォータパネルに歪が発生してい

ます。 

リヤバンパ バックドアパネル Assy 

右クォータパネル 

リヤスカートパネル 

左クォータパネル 

軽自動車特集 1 
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② 内板骨格パネル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2）ボテーフレーム修正機への車両取付け 

コーレック（床式・フロアタイプ）を用いて、計測の結果と変形の程度を考慮して 2 点固定としまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

(b) 右クォータインナリヤパネルが損傷 

しています。 

(a) 左クォータインナリヤパネルが損傷 

しています。 

(c) リヤフロアリヤパネルが損傷して 

います。 

左クォータインナリヤパネル 

右クォータインナリヤパネル 

右側も同様 

Fr 

リヤフロアリヤパネル Fr 
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（3）寸法復元作業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3．溶接部品の取外し作業  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 寸法復元作業後にリヤスカートパネルを取外します。 

③ リヤスカートパネル上部 2 か所にクラン

プを取付けて 6 時方向への引き作業を行

いました。 

④ 寸法復元作業により左クォータパネルの

歪は無くなり、右クォータパネルの歪が減

少しました。 

リヤスカートパネル取外し状態(左側) リヤスカートパネル取外し状態(右側) 

6 時方向への引き作業 

右クォータパネルの歪が減少した 

① リヤスカートパネルに穴を開けて室内

側にプルプレートを取付けて 6 時方向へ

の引き作業をおこないました。 

② 寸法復元作業により、リヤフロアリヤ

パネルの損傷が減少しました。 

リヤフロアリヤパネル 
Fr 

6 時方向への引き作業 

プルプレート 
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4．形状修正作業(内板) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  (3) 左クォータインナリヤパネルをハンマリングにて修正しました。（右側も同様） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

修正後の状態 ハンマリングにて修正 

(2) リヤフロアリヤパネル（右側）を 6時方向へ引きながらハンマリングにて修正しました。 

 

6 時方向への引き作業 修正後の状態 

(1) リヤフロアリヤパネル（左側）を 6 時方向へ引きながらハンマリングにて修正しました。 

6 時方向への引き作業 修正後の状態 
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 (4) 右クォータパネルの歪を板金パテにて仕上げました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5．溶接部品の取付作業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（技術調査部／水上 聡） 

 

  

(1) リヤスカートパネルを取付けます。 

 

6．おわりに 

モノコックボテーの復元修理は「全体」から「部分」へ作業を進めるのが基本であり、「全体的修正」 

をおろそかにした「部分修正」のみにこだわる修理方法は「仕上がり精度」が期待できないばかりか、 

作業時間を浪費する無駄の多い作業方法となります。  

今回は的確な寸法復元作業により、外板パネル「左右クォータパネル」の歪みが減少し、更に「左右

クォータインナリヤパネル」の損傷がハンマリングにて修復することができました。 

 

(2) 関連部品の建付けを確認します。 

 

リヤスカートパネル リヤバンパ 

バックドアパネルサブ Assy 

板金パテにて仕上げ 
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ダイハツ キャスト(LA250S) 

前部損傷の復元修理 
 

1．はじめに 

ダイハツ キャスト（LA250S）前部損傷の修理事例を紹介します。注目点は、2.（3）寸法復元作業に

よるダッシュパネルの修復です。 

 

2．基本修正作業 

（1）事前計測作業 

衝撃力の入力方向、損傷の範囲、変形の程度などを確認して、「引き方向」「引き量」を把握しました。 

 ① 外板パネル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 内板骨格パネル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(a) 1時方向からの入力により、フロントバンパ

カバー、ラジエータグリルサブ Assy、フード

サブ Assy が損傷しています。 

(b) 右ヘッドランプユニット Assy、右フロント

フェンダパネルが損傷しています。 

(a) ラジエータサポートアッパ、左右ラジエー

タサポートサブ Assy、ラジエータサポートロ

ワが損傷しています。 

(b) 右フロントサイドメンバプレートサブ Assy、

右フロントサイドメンバサブ Assy が損傷して

います。 

ラジエータサポートアッパ 

ラジエータサポートサブ Assy 

ラジエータ 

サポートロワ 

フードサブ Assy ラジエータグリルサブ Assy 

フロントバンパカバー 

右ヘッドランプユニット Assy 

右フロントフェンダパネル 

右フロントサイドメンバプレートサブ Assy 

右フロントサイドメンバサブ Assy 

軽自動車特集 2 
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（2）ボテーフレーム修正機への車両取付け 

コーレック（床式・フロアタイプ）を用いて、計測の結果と変形の程度を考慮して 4 点固定としま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(c) ラジエータサポートアッパ、右フロントサ

イドメンバが損傷し、左フロントサイドメン

バサブ Assy は左側に寸法移動しています。 

(d) 右フロントサイドメンバサブ Assy が損傷

しています。 

(e) 右フロントサイドメンバプレートサブAssy

が損傷しています。 

(f) ダッシュパネルサブ Assy が損傷していま

す。 

ラジエータサポートアッパ 

左側に寸法移動 

右フロントサイド 

メンバサブ Assy 

左フロントサイド 

メンバサブ Assy 
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（3）寸法復元作業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3．溶接部品の取外し作業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 引きのテンションを掛けたまま、右フロン

トサイドメンバサブ Assy とダッシュパネル

サブ Assy の取付部分を、ハンマで粗出し作

業を行いました。 

① 右フロントサイドメンバサブ Assy にクラ

ンプを取付けて 1時方向への引き作業を行い

ました。 

1 時方向への引き作業 

④ 引き作業およびハンマ粗出し作業によりダ

ッシュパネルサブ Assy の変形が減少しまし

た。 

(1) 右フロントサイドメンバプレートサブ Assy、

右フロントサイドメンバサブ Assy を取替える

ため粗切りを行いました。 

(2) 粗切り後に、ボデー側に残った右フロント

サイドメンバプレートサブ Assy、右フロント

サイドメンバサブ Assy を取外しました。 

粗切り 

② 右フロントサイドメンバサブ Assy とダッ

シュパネルサブ Assy の取付部を引き出すた

め、右フロントサイドメンバ前部を粗切りし

てクランプし、引き作業を行いました。 

12 時方向への引き作業 
先端部粗切り 



10  自研センターニュース 2016 年 9 月号  

 

4．形状修正作業（内板） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5．溶接部品の取付作業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ダッシュパネルの右フロントサイドメンバサブ Assy 取付部分の形状を修正しました。 

(1) 右フロントサイドメンバプレートサブ Assy

は、フェンダエプロン部とフロントサイドメン

バアウタ部が一体で補給されます。 

、右フロントサイドメンバを取替えるため粗切り

を行いました。 

(2) 右フロントサイドメンバサブ Assy は、メ

インフロアサイドメンバサブ Assy と分割

して補給されます。 

(3) 取付前に右フロントサイドメンバサブ Assy

に、プラグ溶接穴をあけます。 

右フロントサイドメンバサブ Assy 
右フロントサイドメンバプレートサブ Assy 

フェンダエプロン部 

フロントサイドメンバ 

アウタ部 

(4) 取付前に右フロントサイドメンバプレー

トサブ Assy に、プラグ溶接穴をあけます。 

修正後の状態 
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6．おわりに 

今回は、右フロントサイドメンバを引き出すことでダッシュパネルの損傷を減少させ、残った歪をハ

ンマリングにて修復することで効率的な作業となりました。 

実際の修理にあたっては、カーメーカ発行の「ダイハツ キャスト（LA250S、LA260S） ボデー修理

書 」の内容を理解のうえ、作業してください。 

 

（技術調査部／水上 聡） 

 

 

 

 

 

(5) 右フロントサイドメンバサブ Assy を、寸

法に合わせて仮付けして溶接します。 

(7) 右ラジエータサポートサブ Assy を寸法に

合わせて仮付します。 

(8) ラジエータサポートアッパ、フロントバ

ンパリインホースメント、左右フロントフ

ェンダパネル、フードを取付けて全体の建

付けを確認します。 

(6) 右フロントサイドメンバプレートサブ

Assy を、寸法に合わせて仮付けして溶接しま

す。 
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特別記事 
 

電子機器部品等の再設定作業時間（参考値） 

【ｽｽﾞｷ ｿﾘｵ MA26S,MA36S 系/ｲｸﾞﾆｽ FF21S 系】 
 

1．はじめに 

近年多くの車両に電子機器部品が搭載されています。事故車の修理過程における部品の脱着、取替お

よび配線の切離し作業に伴い、電子機器部品やシステムの再設定や初期化（以下、再設定作業）が必要

となる場合があります。これらの作業は、同一車種でも年式、グレードやオプションの有無等によって

要否が異なります。また、複数の指数項目に重複して発生するケースもあるため「指数」には含まれて

いません。 

今回、「スズキ ソリオ MA26S,MA36S 系／イグニス FF21S 系」について電子機器部品やシステムの

再設定作業時間（参考値）とその作業事例を紹介します。 

 

2．再設定作業時間（参考値）  

 

 

  

表 1 スズキ ソリオ MA26S,MA36S 系／イグニス FF21S 系参考値一覧 

B010
B020
※1

B030
※2フ

ロ
ン

ト
バ

ン
パ

脱
着

・
取

替
　

　
ラ

ジ
エ

ー
タ

ア
ッ

パ
グ

リ
ル

脱
着

・
取

替

片
側

フ
ロ

ン
ト

ド
ア

脱
着

・
取

替

バ
ッ

ク
ド

ア
パ

ネ
ル

A
ssy脱

着
・
取

替

ウ
ィ

ン
ド

シ
ー

ル
ド

ガ
ラ

ス
脱

着
・
取

替

ス
テ

レ
オ

カ
メ

ラ
（
割

増
項

目
）

コ
ラ

プ
シ

ブ
ル

ス
テ

ア
リ

ン
グ

コ
ラ

ム
Ａ

ｓ
ｓ
ｙ取

替

リ
ヤ

サ
ス

ペ
ン

シ
ョ

ン
A

ssy脱
着

E
S

P
®

コ
ン

ト
ロ

ー
ラ

脱
着

・
取

替
（
指

数
の

設
定

な
し

）

1 － 要 0.1

2 全仕様 － 0.1

3 全仕様 － 0.1
●
※6

●
※7

4 全方位モニター － 0.2 ● ● ●

5
全方位モニターまたは
デュアルカメラブレーキサポート

－ 0.1 ● ● ● ● ● ※10

6 フロントカメラ校正 0.3
●
※8

7 片側サイドカメラ校正 0.4
●
※8

8 バックカメラ校正 0.3
●
※8

9 デュアルカメラブレーキサポート 要 0.5 ● ●
※11
※12

10
ディスチャージヘッドランプまたは
LEDヘッドランプ

要 0.1 ● ※11

11 全仕様 要 0.1
●
※9

● ※11

№ 再設定作業名 再設定の必要な仕様

S
D

T
-Ⅱ

の
要

否

参
考

値
 ※

3

再設定作業の発生する指数項目番号および項目名

備
考

B200
B210

B380
B390

車両中心線設置

G010 M180 M250 -

SDT-Ⅱ準備・収納、DTC確認・消去　※4
●
※5

12Vバッテリターミナル脱着時の作業
・時計の設定
・電子スロットル学習

●
※6

パワーウインドシステム初期設定
●
※6

全方位モニタ映像目視点検

ESP®システムセンサ校正

全方位モニタ校正 全方位モニター 要 ※11

ステレオカメラエーミング調整

ヘッドランプオートレベリングシステム初期設定
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■ 注意 ■ 

・調査車両に装備の無い機能の再設定作業は含まない 

※1 ソリオ 

※2 イグニス 

※3 余裕時間を含む 

※4 SDT：Smart Diagnostic Tester、DTC：Diagnostic Trouble Code 

※5 SDT-Ⅱ“要”の再設定作業がある場合に１回のみ計上する 

※6 12V バッテリターミナルの取外し作業がある場合に１回のみ計上する 

※7 右側の作業時のみ計上する 

※8 №4の作業で基準以上のずれがある場合に必要 

※9 ステアリング角センサ取替作業がある場合に計上する 

※10 №6～9の作業がある場合に 1回のみ計上する 

※11 SDT-Ⅱ準備・収納は除く 

※12 軽衝突でもステレオカメラの軸ずれが発生する可能性があるため、マスタウォーニング、デュアルカメラブレーキサ

ポート作動表示灯が点灯またはインフォーメーションディスプレイに“一時機能停止中”と表示されなくともエーミ

ング調整を行う。 

 

（1）電子機器部品等の再設定作業 

自動車メーカ発行の修理書等を確認の上、再設定作業を必要とする電子部品等を選択し、脱着・取

替指数作業項目毎にまとめました(調査車両に非装着の電子部品等は除く)。 

なお、再設定作業参考値（表 1）は再設定作業が必要な場合に「指数」と併せてご使用いただくこと

を前提に、以下の条件で作成しています。 

 

・完成車状態からの作業 

・指数に含まれている作業は除く 

・単体部品の点検作業は除く 

・M140（エンジンルーム内配線･配管および付属品の脱着または取替）は除く 

・専用ターゲット作成作業は除く 

・自動調整や機能確認のためのロードテストは除く 

 

 

（2）再設定作業参考値の使用方法 

損傷車両の復元修理作業に伴い電子部品等の再設定作業が必要となる場合に、該当するものを表 1

から選択します。 

この際、車両の仕様等により作業の要否が異なりますので注意が必要です。また、複数の作業項目

に同一の再設定作業が必要となる場合は１回のみ計上し、重複しないように注意します。 
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 再設定作業時間(参考値)の算出例  

ソリオについて、全方位モニタ・デュアルカメラブレーキサポートが装備された仕様でバッテリタ

ーミナルの脱着作業があり、B020 フロントバンパ取替および G010 ウインドシールドガラス脱着作業

を行った場合に必要となる再設定作業時間（参考値）は、以下のように算出します。 

 

 

3．再設定作業に必要な機器等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4．再設定作業方法 

表 1 の再設定作業を紹介します。 

 

（1）№1 SDT-Ⅱ準備・収納、DTC確認・消去 

 ① PC・インタフェースを収納ケースから取出し、車両と接続する。 

 ② SDT-Ⅱを起動し（右写真）、車両と通信する。 

 ③ DTC を確認し、必要があれば消去する。 

 ④ SDT-Ⅱを終了させ、PC をシャットダウンして機材を片づける。 

 

（2）№2 12Vバッテリターミナル脱着時の作業 

 （12Vバッテリターミナルを脱着した場合に必要） 

 ① 時計の設定 

  a．インフォメーションスイッチを操作して時計を設定する。 

  

No. 必要な再設定作業 参考値

1 　SDT-Ⅱ準備・収納、DTC確認・消去 0.1

2 　12Vバッテリターミナル脱着時の作業 0.1

3 　パワーウインドシステム初期設定 0.1

4 　全方位モニタ映像目視点検 0.2

5 　車両中心線設置 0.1

9 　ステレオカメラエーミング調整 0.5

算出例の再設定作業時間（参考値） 1.1

故障診断機材 
（SDT-Ⅱをインストールした PC、 

インタフェースと接続ケーブル） 

全方位モニタ校正用特殊工具 ステレオカメラエーミング調整用 
ターゲットパターン 

※ №4の作業で基準以上のずれがなかった場合 



 自研センターニュース 2016 年 9 月号  15 

 

 ② 電子スロットル学習 

  a．車両が次の状態であることを確認する。 

・周囲の温度 ＞ 5℃ 

・DTC 未検出 

・アクセルペダル：解放 

・5℃ ＜ 水温 ＜ 100℃ 

・バッテリ電圧 ＞ 10V 

  b．イグニッションを 60 秒間 ON にした後、イグニッションを OFF にする。 

  c．DTC を点検する。 

 

（3）№3 パワーウインドシステム初期設定 

（12Vバッテリ端子脱着やハーネスの縁切りによりバッテリパワーウインドメインスイッチの電源を

遮断した場合に必要） 

① イグニッションが OFF 状態で“P/W T”および“P/W”ヒューズを外し（下写真）、パワーウイン

ドメイン SW の運転席 SW 位置を UP で約 15 秒保持する(パワーウインドメイン SW のコンデンサ内

部の電荷を放電させる)。 

 

 

 

 

 

 

 

② “P/W T”および“P/W”ヒューズを接続する。 

③ イグニッションを ON にして、運転席のフロントドアウインドガラスを全開にする。 

④ パワーウインドメイン SW の運転席 SW をオート UP で保持して、ドアガラスを閉じ切り、約 2 秒

間運転席 SW を保持する。 

⑤ パワーウインドメイン SW をオート DOWN／オート UP させ、ドアガラスが全開／全閉すること

を確認する。オート DOWN／オート UP しない場合は、①からやり直す。 

⑥ 挟み込み防止機能点検を行う。 

  

ヒューズボックス 
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（4）№4 全方位モニタ映像目視点検 

（全方位モニタの各カメラの脱着または取替、フロントバンパ・ドアミラーAssy の脱着または取替、

フロントドアまたはバックドアの建付け調整（ストライカ調整を含む）を行った場合に必要） 

① 車両の左右両側に幅 150mm の線を引く（下左写真）。 

② オーディオ／ナビユニットのカメラ SW を押し、モニタにトップ映像を表示する。 

③ トップ映像に映った線がつながって見えることを確認する（下右写真）。 

■注意■ 

・線の半分（75mm）以上のずれがある場合は、全方位モニタの校正を行い、再度点検を行うこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（5）№5 車両中心線設置 

  （全方位モニタ校正またはステレオカメラエーミング調整を行う場合に必要） 

 ① 車両を水平な場所に停車し、パーキングブレーキをかける。 

 ② 車両を空車状態にし、すべてのドアを閉める。 

 ③ 車両前端中央（エンブレムの中央）からおもりを垂らし、点 A をマーキングする（下左写真）。 

 ④ 車両後端中央（バックドアのストライカ）からおもりを垂らし、点 B をマーキングする（下右写真）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ⑤ 点 A、B を直線で結び車両中心線をひく（下左写真）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

点 A 点 B 

点 A 
点 B 

車両中心線 

車両中心線 

点 A 

500mm 

90° 

150mm 

a 

a ｿ ﾘ ｵ:437mm 
 ｲｸﾞﾆｽ:420mm 
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（6）№6,7,8 全方位モニタ校正 

  （№4全方位モニタ映像目視点検で映像に基準以上のずれがあった場合に必要） 

■注意■ 

・この作業を行う前に、「№5 車両中心線設置」作業を実施し、車両中心線をひいておく。 

 ① 校正するカメラに応じて特殊工具を設置する（フロントカメラ：前頁右写真、サイドカメラ：下左

図、バックカメラ：下右写真）。 

 ② SDT-Ⅱを操作して「キャリブレーション」を行う。 

■注意■ 

・校正が完了したらモニタのトップ映像にずれがないことを確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（7）№9 ステレオカメラエーミング調整 

  （ウィンドシールドガラスまたはステレオカメラの脱着または取替を行った場合に必要） 

 ① 事前作業 

  a．車両前方に約 5ｍ程度のスペースを確保できる水平な場所に車両を停車する。 

  b．ヘッドランプが消えていることを確認する。 

  c．タイヤ空気圧を規定値に調整する。 

  d．車室内の荷物をすべて下ろし空車状態にする。 

e．ステレオカメラレンズ付近のフロントウインドシールドガラスを清掃し、水滴などの付着がない

ことを確認する。 

  

車両中心線 

点 B 
500mm 

90° 

90° 

90° 

500mm 500mm 

1,200mm 

車両中心線 

※1 ※2 

※1 ｿﾘｵ:2,669mm／ｿﾘｵ ﾊﾞﾝﾃﾞｨｯﾄ:2,676mm／ｲｸﾞﾆｽ:2,704mm 
※2 ｿﾘｵ:1,872mm／ｲｸﾞﾆｽ:1,989mm 
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 ② 特殊工具設置 

■注意■ 

・「№4 車両中心線設置」を実施して車両中心線をひいた後、この作業を行う。 

  a．車両中心線を前方約 5 m まで延長する。 

  b．点 A からソリオ：3,809mm／イグニス：3,549mm の位置に点 C をマーキングする（下左写真）。 

c．点 C を通り、車両中心線と直交するように線を引く（下左写真）。 

d．エーミングチャートの十字マーク横線中心の高さが床から 1,000mm になるように、ホワイト  

ボードに貼り付ける（下右写真）。 

■注意■ 

・エーミングチャートは、凹凸のない垂直な面に貼る。 

・エーミングチャートをテープ等で貼る場合は、チャート端の余白部分にする。 

・エーミングチャートをテープ等で貼る場合は、光沢のあるテープなど反射するものを使用しない。 

e．おもりを使用して、エーミングチャート中央十字マーク縦線中心を点 C に合わせる（下右写真）。 

f．おもりを使用して、エーミングチャートの両端十字マーク縦線中心を c.で引いた線に合わせる（下

右写真）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ③ エーミング調整値クリア 

■注意■ 

・新品のステレオカメラを取付ける場合はエーミング調整値クリアは不要。 

  a．車両が次の状態であることを確認する。  

・イグニッション：ON にして 10 秒以上経過 

・シフトポジション：P または N 

  b．SDT-Ⅱを操作して「エーミング調整値クリア」を行う。 

c．エーミング調整値クリアが終了したら、SDT-Ⅱでデータリストの次の項目を表示し、エーミング

調整値クリアが正常に完了したことを確認する。  

・「エーミング実施状態」：“未実施” 

・「エーミング実行結果」：“未実施” 

・「上下方向補正量」：“0.00” 

・「左右方向補正量」：“0.00” 

  d．一旦イグニッションを OFF にした後、エーミング調整を行う。 

  

車両中心線 点 A 

90° 

※ ｿ ﾘ ｵ:3,809mm 
ｲｸﾞﾆｽ:3,549mm 

点 C 

1,000mm 

点 C 

線に合わせる 
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 ④ エーミング調整 

  a．車両が次の状態であることを確認する。  

・イグニッション：ON にして 10 秒以上経過 

・シフトポジション：P または N 

  b．SDT-Ⅱを操作してデータリストの「エーミング実施状態」が“未実施”であることを確認する。 

  c．SDT-Ⅱを操作して「エーミング調整」を行う。 

  d．エーミング調整が終了したら、イグニッションを OFF にして 5 秒待つ。 

 ⑤ ステアリング角センサ点検 

  a．イグニッションを ON にして、SDT-Ⅱのデータリストを選択する。 

b．ステアリングホイールを回転させ、「直進状態の時」、「直進状態からステアリングホイールを右

に 1 回転させた時」、「直進状態からステアリングホイールを左に 1 回転させた時」のパラメータ

値「ステアリング角」を点検する（基準：下表）。 

ステアリングホイール パラメータ値「ステアリング角」 

直進状態 0±1° 

右に 1 回転時 360±1° 

左に 1 回転時 -360±1° 

 

 ⑥ 走行による自動調整 

  a．SDT-Ⅱを操作してデータリストの「エーミング実施状態」が“完了”であることを確認する。 

 

 b．データリストの「自動調整状態」が“調整完了”となるまで、次の条件で走行する。 

・道路：両側に白線のある直線道路 

・車両速度：40 km/h 以上 

・先行車との距離：40 m 以上 

・走行時間目安：約 30 分 

■注意■ 

・b.の作業には走行が必要となるため、参考値には含まない。 

 

c．一旦イグニッションを OFF にした後、データリストの「自動調整状態」が“調整完了”となっ

ているのを確認する。 

 

（8）№10 ヘッドランプオートレベリングシステム初期設定 

 （車高センサのアーム部をリヤサスペンションビームから取外した場合に必要） 

 ① 車両を次の状態にする。  

・車両を水平にする。 

・タイヤの空気圧を基準値にする。 

・車両から車両姿勢の変化に関係する積荷をすべて降ろし、空車状態にする。 

・ヘッドランプを消灯する。 

 ② SDT-Ⅱを操作して「車高値初期化」を行う。 
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（9）№11 ESP®システムセンサ校正 

 （ステアリング角センサの取替、ESP®コントローラの脱着または取替を行った場合に必要） 

 ① SDT-Ⅱを操作し、C1074、C1075 および C107A 以外の DTC が検出されていないことを確認する。 

 ② 水平な場所に車両を停車し、前輪に輪止めを掛ける。 

 ③ 車両が次の状態であることを確認する。  

・エンジン：停止 

・イグニッション：ON 

・シフトポジション：P 

・ステアリング：中立(直進状態) 

・ブレーキペダル：解放 

 ④ SDT-Ⅱを操作してデータリストの“ステアリング角”の値が±5°以内であることを確認する。 

 ⑤ SDT-Ⅱを操作して「センサ一括校正」を行う。 

 

5．おわりに 

今回、スズキ ソリオ MA26S,MA36S 系／イグニス FF21S 系の再設定作業時間(参考値)とその作業事

例をご紹介しました。参考値を利用する場合には、車両の仕様や作業の要否を自動車メーカ発行のサー

ビスマニュアルなどで確認して利用ください。 

（参考：スズキ ソリオ MA26S,MA36S 系 サービスマニュアル 

スズキ イグニス FF21S 系 サービスマニュアル） 

 

（指数部／別所 直樹、技術開発部／佐々木 孝一） 
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輸入車インフォメーション  

 

ＢＭＷ ｉ３(１Ｚ０６）の 

ドア構造について 
 

BMW i3（I01）1Z06 は、炭素繊維強化プラスチック（CFRP）を採用したライフモジュール（客室・荷室）

とアルミニウム製のフレームにバッテリ、駆動系ユニット、前後サスペンション等を組み込んで一体構造とし

たドライブモジュールの上下２つの、独立したモジュール構造が特徴です。また、外装全体が熱可塑性プラス

チック（ルーフは CFRP）を採用し、各部で軽量化が図られています。 

 今回は、外装パーツのフロントドアアウタパネル取外し作業の概要およびフロント／リヤドアの構造につい

て紹介します。 

 なお、2015 年 12 月発刊の構造調査シリーズ No.J-751「BMW i3（I01）1Z06」に今回の情報を含め詳細を

掲載していますので、是非ご利用ください。 

 

1．フロントドアアウタパネル取外し 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ドアは、（フロント・リヤ共通）両側観音開き構造でドア

アウタパネル、ドアおよびフレームトリムパネルで構成

されています。 

 

フロントフレームトリムパネル 

 

フロントドア 

 

フロントドアアウタパネル 
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リヤドアアウタパネル 

 
フロントドアアウタパネル 

 

ハンドルホルダ 

 

カバーキャップ 

 カバーミラーホルダ 

 

フロントドアアウタパネルおよびリヤドアアウタパネ

ルはドアトリムパネルを取外さなくても脱着が可能で

す。 

 
<注意> 

フロントドアアウタパネルの取外しには、カバーミラーホ

ルダ、カバーキャップおよびハンドルホルダの取外しが必

要です。 

フロントドアアウタパネル取外し 

 

①カバーミラーホルダ 

クリップリムーバ等を使用し、ツメを解除する。ド

アミラーヒータ付にはめ込みで取付いているため、

車両下方に引いて取外す。 

 

カバーミラーホルダ 

 

○：ツメ箇所 

□：はめ込み箇所 

フロント→ 

調整ボルト 

 
固定ボルト 

 ○：ハーネス縁切箇所 

フロントドア 

 

③フロントドアアウタパネルは、クリップおよびはめ

込みで取付いている。フロントドアアウタパネル下

側を外側に引いてクリップを外し、フロントドアア

ウタパネルを上方へ引いて取外す。 

  ：クリップ箇所 

  ：はめ込み箇所 フロントドアアウタパネル裏側 

 

カバーキャップおよび 

ハンドルホルダ 

 

②カバーキャップおよびハンドルホルダ 

調整ボルトおよび固定ボルトを緩め、カバーキャッ

プおよびハンドルホルダを一体で引抜く。 

ハーネスを縁切る。 
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2．ドア構造と構成部品 

 

 

  

ドアアウタパネル調整 

ドアアウタパネルは調整エレメントを使用して前後

パネルとの位置調整を行う。 

ドアアウタパネルとドアの間、もしくは調整エレメ

ントの裏側より SST を使用して位置調整をする。 

フロントドアアウタパネル取外し状態 

 

○：調整エレメント箇所 

調整エレメント 

フロントドアトリムパネル取外し状態 リヤドアトリムパネル取外し状態 

フロントフレームトリムパネル取外し状態 リヤフレームトリムパネル取外し状態 

フロントフレームトリムパネル 

 
リヤフレームトリムパネル 

 

フロントアッパベルト 
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フロントドアアウタパネル取外し状態 リヤドアアウタパネル取外し状態 

フロントドア構成部品 

カバーキャップ 
ハンドルホルダ 

フロントドアアウタ 

ウェザストリップ 

カバーミラーホルダ 

ブラインド 

プラグ 

フロントドアアウタパネル 

中音スピーカ カバードア 

ミラーインナ 

カバーフロント 

ヒンジアッパ 

カバーフロント 

ヒンジロア 

フロントフレームトリムパネル 

フレームカバー 

リフレクタ付 

フロントドア 

オペレー 

ティングロッド 

フロントドア 

インナウェザ 

ストリップ 

【フロントドアアウタパネル】 

・フロントドアアウタパネルの補給部品は未塗装（プラサフ済） 

・フロントドアアウタパネルの材質は PP+EPDM TX30 

（ﾎﾟﾘﾌﾟﾛﾋﾟﾚﾝ+EPDM ｺﾞﾑ TX30） 

フロントドア 
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カバーフロントドア 

ハンドルシェル 

ドアオープナカバー 

フロントドアトリムパネル 

フロントドアウィンドウ 

サイドウィンドウ 

固定式フロントドア 

モータなしフロントパワーウィンドウ 

オーバ 

ストローク 

リミッタ 

システムロック 

調整エレメント 

ケーブルセット 

フロントドア 

ブレーキ 

ドアミラー 

カバーキャップ 

カバーミラー 

ホルダ 

ミラーガラスヒータ 

ワイドアングル 

ホルダリング 

ドライブドアミラー 

ミラーサイドターン 

インディケータ 

<ドアミラーヒータ付補給形態> 

ハウジング下部 

ドアミラーヒータ付 

リヤドア構成部品 

リヤドアアウタウェザストリップ 

リヤドアアウタパネル 

シートベルトガイド 

フロントアッパベルト 

リヤフレーム 

トリムパネル 

カバーリヤ 

ヒンジアッパ 

カバーリヤ 

ヒンジロア 

【リヤドアアウタパネル】 

・リヤドアアウタパネルの補給部品は未塗装（プラサフ済） 

・リヤドアアウタパネルの材質は PP+EPDM-TV15 TPE 

（ﾎﾟﾘﾌﾟﾛﾋﾟﾚﾝ+EPDM ｺﾞﾑ-TV15 熱可塑性ｴｽﾄﾗﾏｰ） 

リヤドア 
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（指数部／小林さと美） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

No. 車名 型式 

J-771 ダイハツ ブーン M700S、M710S系 

リヤドアウインドウ固定式 

リヤウインドウホルダ 

リヤドアブレーキ 

ケーブルセット 

調整エレメント 

システムロックアッパ 

ドアインナ 

オープナ 

ダストカバー 

ロックストライカ 

システムロックロア 

Ｂピラーリヤドアカバー 

カバーリヤドア 

ハンドルシェル 

リヤドアハンドル 

フレームトリム 

パネルＢピラー リヤドアトリムパネル 

お申し込みは、当社ホームページからお願いします。 

http://www.jikencenter.co.jp/ 

お問い合わせなどにつきましては 

自研センター総務企画部までお願いします。 

TＥＬ 047-328-9111 ＦＡＸ 047-327-6737 

自研センターでは新型車について、損傷した場合の復元修理

の立場から見た車両構造、部品の補給形態、指数項目とその

作業範囲、ボデー寸法図など諸データを掲載した「構造調査

シリーズ」を発刊しておりますが、今月は右記新刊をご案内

いたしますので、是非ご利用ください。 

販売価格：国産車（1,067円＋税別）、送料別 

     輸入車（2,057円＋税別）、送料別 

「構造調査シリーズ」新刊のご案内 
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新型車情報  

 

トヨタ アルファード（30 系） 

 

トヨタ自動車株式会社から 2015年 1月に発売された「アルファード」の各部の地上高（単位 mm）で

す。ドアミラーは開いた状態です。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※上記数値は、自研センターでの地上からの実測測定参考値（測定車両は S “A パッケージ”）です。 

＊は、マフラ後端部を指します。                    注：使用写真の車両はホイールデザインが異なる 

 

四面図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（指数部／浜田利夫） 

項目 アルファード 

全長 4935 

全幅 1850 

全高 1895 

軸距 3000 

輪距 

前輪  1600 

後輪  1595 

ﾘﾔ ｵｰﾊﾞｰﾊﾝｸﾞ（車体） 1025 

最低地上高 170 
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〈お詫びと訂正〉

自研センターニュース2016年8月号

①5頁1行目
　誤 ：   6時方向から入力を受けた時の車両の損傷を比較してみると
　正 ： 12時方向から入力を受けた時の車両の損傷を比較してみると
②13頁5行目 
　誤 ： 新型プリウス（ＺＶＷ50系）では、Ａ、Ａツーリングセレクション、Ａプレミム、Ａプレミアム
ツーリングセレクションに、リヤバンパリインホースメントとクラッシュボックスが取付けられ、
Ｓ、Ｓツーリングセレクション、Ｅには取付けられていません。
　正 ： 新型プリウス（ＺＶＷ50系）では、Ｓ、Ｓツーリングセレクション、Ａ、Ａツーリングセレクション、
Ａプレミム、Ａプレミアムツーリングセレクションに、リヤバンパリインホースメントとクラッシュボックス
が取付けられ、Ｅには取付けられていません。

訂正しお詫び申し上げます。




